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年三回の社会福祉協議会の集まりで地元の高齢者が集まる 「いどば

たサロン」 でワークショップを行う事が出来た。 普段は、 特殊詐欺や押

し買いの注意喚起などが行われたり、 お茶会が行われたりする集まりで

ある。 会場である集会所は、 左京老人福祉センターに比べて狭い会場

だったが、 広さに合わせたワークショップを実施していただけた。 “とも

つくカフェ”、 左京老人福祉センターと同様にシアターゲームでは笑い

声が絶えなかった。 演劇の創作活動に参加者が集中していく過程を見

ることができた。 20 歳の自分に贈る神様からのメッセージを創作して読

み上げるワークでは、 その人の人生が伝わり、 心熱くなる場面もあった。

社会福祉協議会の事務局長からも、 他の社会福祉協議会の集会でも

実施できそうだと感想をもらうことができた。

高齢者向け演劇の手法を使ったワークショップ（岡崎学区社会福祉協議会「いどばたサロン」）
１月 9 日（火）13:30 ～ 15:50
会場：岡崎学区社協「いどばたサロン」（岡崎集会所）
参加者：15 名

多田さんが下見に京都にいらっしゃったタイミングで、 リージョナルシアター事業の枠外で 「ファシリテーター養成～レク

チャー＆ワークショップ①」 を実施した。 ロームシアター京都 では、 2023 年度のリージョナルシアター事業の経験を経て、 

2024 年度以降も継続して、アウトリーチで演劇の手法を用いたワークショップ実施したいと考えている。 地元の演出家やファ

シリテータ―志望の方がご自身のスキルアップをしたり、 参加者それぞれの実践スキルを共有したりする場になることを望ん

で実施した。 参加者のモチベーションも高く、 よい情報交換の場となった。 ただし１度きりの４時間の実施だったので、 養成

の場として機能するには繰り返しの実施が必要だと感じた。

　【リージョナルシアター事業枠外】
　ファシリテーター養成～レクチャー＆ワークショップ①
　６月 29 日（木）17:30 ～ 21:30
　会場：ロームシアター京都 ノースホール
　参加者：11 名

６月にリージョナルシアター事業の枠外で実施された 「ファシリテー

ター養成～レクチャー＆ワークショップ①」 の参加者に、 ８月６日、 ７日

のワークショップの見学を呼び掛けた。 ８月６日の “ともつくカフェ” は１

名が見学され、 ８月７日の左京老人福祉センターは３名が見学された。

左京老人福祉センターでのワークショップの後に 14 時から「ファシリテー

ター養成～レクチャー＆ワークショップ②」 を実施した。 参加者は４名。

座談会形式での意見交換会となった。参加者の中でも、ファシリテーター

としての経験値にばらつきがあり、 良い情報交換の場となった。

ファシリテーター養成～レクチャー＆ワークショップ②
８月７日（月）14:00 ～ 16:00
会場：ロームシアター京都 会議室
参加者：４名
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担当者の報告・評価

●この事業への参加動機
ロームシアター京都では、 若年層向けの育成事業や、 中高年層が多く参加する公演や講座は実施していますが、

高齢者に向けたアプローチや交流機会を創出できていません。 リージョナルシアター事業でアウトリーチを実施し、

劇場と高齢者層との新たな関係を生み出すことができればと考えました。

●企画・実施において苦労した点
劇場として、 高齢者に向けたアプローチをしようと考えた当初、 私の頭に 「高齢者」 というワードは浮かんでいたも

のの、 その言葉についての具体的なイメージがありませんでした。 高齢者と言っても、 どのような健康状態の方たちと

関係を築くのか、 また、 その方たちはどこにいらっしゃる方々かということの具体的なイメージがありませんでした。 そ

こで、 高齢者施設に相談に行き、 紹介いただき、 様々な施設や集まりを訪ねました。 その中から、 このワークショッ

プの受け入れ先として適している場所を見つけ、 受け入れ交渉をしました。 「演劇の手法を使ったワークショップ」 を

させてほしいというリクエストを理解していただくことはなかなか難しかったのですが、 言葉を尽くして説明しました。 最

終的に３カ所の受け入れ先を見つけることが出来ましたが、 この受け入れ先を見つけることと受け入れ交渉を結実させ

ることが、 実施において一番苦労した点です。

●プログラムを実施した成果
受け入れ先が決まってからは、 おおむねスムーズに物事を進めることが出来ました。 好奇心の強い方々が集まって

くれたこともあり、 どの会場でもワークショップは盛り上がりました。 参加いただいた方々からも、 また、 受け入れて下

さった施設や集まりの責任者の方からも好評をいただくことになりました。 劇場が主催するワークショップによって、 劇

場と高齢者の間で交流が生まれ、 また演劇の手法を使うことによって、 参加者の方々の演劇への認知が広がりました。

さらに、 ワークショップ参加者が、 これまでになかったコミュニケーションを体験することで、 普段見せることが無かった

一面を見せてくれたことから、 “演劇の手法を使ったワークショップ” が、 普段の交流とは違う刺激を参加者たちに与

えていることを実感してもらえました。 劇場が主催するワークショップにおいて、 演劇が参加者に有機的に機能するこ

とを実感してもらえたことは、 劇場と市民とのつながりを考えるときにたいへん有意義な成果と言えます。

●今後の展望
高齢者向けのワークショップを継続して実施していきたいと考えています。今後の展望を模索するうえで、今回のワー

クショップと同内容のことを続けていくことが劇場の事業として有効かどうかについて考えました。 また、 今年度始まっ

たワークショップを続けるのではなく、 次年度、 そして次々年度はさらに発展させていかなければならないのではない

かとも考えました。 しかし、 まだ１年しか実施しておらず、 別の展開に無理に持っていくことを選ばずとも、 まずは継

続していくことで、高齢者の皆さんと交流しながら次の展開を模索しようと考えています。次年度は地元の演出家にワー

クショップを依頼します。 ロームシアター京都のその他の自主事業と緩やかに接続できることがあれば、 ワークショップ

の中身に組み入れていきます。 今年度の取組が好評だったこともあり、 受け入れ先との関係は良好に続けられ、 また

他施設への展開も考えられそうです。 まずは１年１年と継続して “演劇の手法を使ったワークショップ” を実施します。
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アーティストレポートアーティストレポート

シニアとの時間

多田淳之介

日本の舞台芸術に関わる人ならばロームシアター京都がリージョナルシアター事業に応募されたことに驚く人も少な

く無いでしょう。 研修会で担当の枡谷さんからお話を伺うと、これまでシニア層に向けての活動ができていないのでリー

ジョナルシアター事業を利用したいとのことでした。

スタートから対象がハッキリしていてプログラムも組みやすいかと思いきや、 シニア層といっても、 アクティブシニアか

ら要介護の方、 デイサービスに通う方、 介護施設に入居している方と様々です。 枡谷さんも打ち合わせでその事に

はたと気づき、 今回は対象を絞るのではなく、 できるだけ様々なシニア層を対象にしたプログラムを実施して、 今後の

シニア向けの活動のためのリサーチにするという方向になりました。 そして、 今後アウトリーチを担える地元のアーティ

ストの育成にも当てたいということで、 ファシリテーター養成講座も開催しました。

シニア向けのプログラムは、 地域のコミュニティづくりや高齢者の就労支援をされている NPO 法人地域共生開発機

構ともつくが月２回開催している 「ともつくカフェ」 でのワークショップ、左京区の左京老人福祉センターでの演劇教室、

岡崎学区の社会福祉協議会の集会でのワークショップを行いました。 自分にとってもシニアの方だけとのプログラムは

ほとんど初めてで貴重な発見の多い現場になりました。

「ともつくカフェ」 では日頃はものづくりの教室などをゆるゆるとやっているそうで、 参加人数も当日開始時間になる

まで分からないということだったので私たちもプログラムはあまり固めずに利用者の方の様子を見ながら進めることにし

ました。 利用者さんと話してみて驚いたのが、 利用者さん同士は普段からお友達ではあるのですが、 例えば若い頃

にどんな仕事をしていたとか、 詳しい家族構成、 いつから京都に住んでいるのか、 パートナーはどんな方か、 新婚

旅行はどこに行ったか、 これはシニア層に限ったことでは無いかもしれませんが地域の集まりではお互いのプライベー

トなことはあまり話す機会がないということでした。 これは今後もシニアの方とのプログラムに活かせる発見でした。

福祉センターでの演劇教室の参加者はまさにアクティブシニア。 開始前にジャージでストレッチしながら待っている

方もいるほどで、 やはりシニアといっても一言では括れません。 こちらでも参加者の方々は顔見知りですがプライベー

トのことまでは知らないということだったので、 演劇を作りながらお互いの話ができるようなプログラムにしました。 どん

なワークショップでも終わった後に少しだけ人との関係や世の中との接し方が変わることを目標にしているので、 今回

様々なシニアの方が対象でしたが、 共通してお互いを一歩踏み込んで知ることでコミュニティの中での関係が広がり

深まることを目標にしました。

岡崎学区の集会では参加者の年齢層が一番高く、 歩いて会場までは来られる方々ではあるのですが、 ゲームの

ルールを理解するのが難しい方も少なくありませんでした。 ワークショッププログラムの多くはルール設定がそのワーク

の面白さを担保していることが多いのですが、 だからと言ってルールが理解できないと参加できないわけでは無く、 今

この場を楽しむということができれば良いということも今回貴重な発見でした。 最後に 20 歳の頃の自分に神様が声を

かけるとしたらというお題でセリフを考えてもらったのですが全て感動的だったことは言うまでもありません。

ロームシアターでは来年度もシニア対象のアウトリーチを継続することになったそうで、 シニアの方々が生きてきた時

間と、 今この時間が愛せるような活動が続いてくれることを願っています。
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